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研究要旨 
研究の背景：がん治療の進歩に伴い、有害事象に対応した支持療法の必要性も認知されエビデンス構築
も徐々に進みつつあるが、ガイドライン等の実地臨床への活用はまだ十分ではない。 
必要性：臨床研究で得たエビデンスはそれを基にした推奨治療が実地臨床で行われることが最も重要な
エンドポイントである。これを達成するためにはガイドラインでの推奨治療がどの程度実地臨床に浸透
しているか確認してから均てん化の具体策を実行する必要がある。 
研究の目的：我々は「実地臨床における支持療法の実装実態及び普及阻害/促進要因に関する研究
（19EA1009）」の中で、抗がん剤による悪心嘔吐（CINV）や発熱性好中球減少（FN）対策といった単職種
で出来る単一介入(Single intervention)の普及状況について CINV については半構造化インタビュー調
査を用い都市部のがん専門病院における実装の仕組みを明らかにし、FN では JASCC/JSMO/日本乳癌学会/
日本血液学会の協力を得て量的調査を行い実態把握した。一方せん妄対策などの複合的介入では普及の
前段階での検証的試験が不足していることが明らかになった。 
それらを踏まえ、今回の研究では支持療法の普及実装のセンサーを単一介入に限定し 
①  CINV において一般病院、地方部での半構造化インタビューを実施し都市部がん専門病院での結果

と併せて解析した 
②  FN においては実態調査で明らかになった費用面やガイドラインの解釈の乖離について半構造化イ

ンタビューを用いて実装普及の阻害/促進要因について明らかにした。 
 
A. 研究目的 
 
研究の目的：我々は「実地臨床における支持療法
の実装実態及び普及阻害/促進要因に関する研究
（19EA1009）」の中で、抗がん剤による悪心嘔吐
（CINV）や発熱性好中球減少（FN）対策といった単
職種で出来る単一介入(Single intervention)の
普及状況について CINV については半構造化イン
タビュー調査を用い都市部のがん専門病院におけ
る 実 装 の 仕 組 み を 明 ら か に し 、 FN で は
JASCC/JSMO/日本乳癌学会/日本血液学会の協力を
得て量的調査を行い実態把握した。一方せん妄対
策などの複合的介入では普及の前段階での検証的
試験が不足していることが明らかになった。 
それらを踏まえ、今回の研究では支持療法の普及
実装のセンサーを単一介入に限定し 

① CINV において一般病院、地方部での半構造化
インタビューを実施し都市部がん専門病院での結
果と併せて解析する。 
② FNにおいては実態調査で明らかになった費用
面やガイドラインの解釈の乖離について半構造化
インタビューを用いて実装普及の阻害/促進要因
について明らかにする。 
 
B. 研究方法 
CINV に関して 
本研究は、半構造化面接を用いた病院ベースの質
的研究をおこなった。対象者は、病院長、がん化学
療法部・薬剤部・看護部の管理者（代理を含む）
で、合目的的サンプリングにより抽出する。化学
療法レジメンに含まれる制吐剤、制吐剤のルーチ
ン使用、ガイドラインの認知度などについて、事
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前アンケートで情報を収集した。 
FN に関して 
国立がん研究センター東病院を対象とした FN に
関するインタビュー調査(pilot study) 
対象職種：医師（腫瘍内科、血液内科、外来看護
師、薬剤師） 
インタビュー項目:実装研究のための統合フレー
ム ワ ー ク (Consolidated Framework for 
Implementation Research、CFIR)のうち必要な項
目/FN ガイドラインの認知、G-CSF の使用に関する
事項、FN高リスクレジメンの外来での使用に関す
る事項 
日本がんサポーティブケア学会ならびに日本臨床
腫瘍学会、日本乳癌学会、日本肺がん学会、日本血
液学会の協力を得て各学会会員にアンケート参加
を呼び掛けた。日本がんサポーティブ学会 FN部会
においてアンケートを作成し、SurveyMonkeyTM を
用いて web を介した無記名アンケートを実施した。
アンケートは回答者の属性に関する７つの質問と
GL に関する 21 の質問より構成され、質問には四
肢一択（1 いつも実施、2 おおむね半分以上実施、
3 おおむね半分未満実施、4 全く実施していない）
と自由記載欄を設定した。回答の統計解析とコメ
ントのテキストマイニングを、それぞれ Statcel 3
と KH coder で行った。 
 
C. 研究結果 
D.に記載 
 

 
D. 研究の実施経過 
CINV に関して 
CINV 班より CFIR を用いたインタビュー調査の結
果が報告された 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
FN に関して 
日本臨床腫瘍学会（JSMO）は 2017 年に『発熱性好
中球減少症（FN）に関するガイドライン（改訂第 2
版）』（GL）を発表した。本研究の目的は、化学療法
に携わる医師を対象に GLの周知・使用ならびに推
奨項目の遵守状況をアンケートにより調査し、GL
勧告を遵守するための促進因子と阻害因子を明ら
かにすることである。 
（方法） 
2020年に日本がんサポーティブケア学会および日

本臨床腫瘍学会、日本血液学会、日本乳癌学会の
医師会員を対象に SurveyMonkeyTM によるアンケ
ート調査を実施した。 
（結果のサマリー） 
GL の周知・使用ならびに推奨項目の遵守に関する
質問 21 問、回答者の属性に関する質問 7問につい
て回答を求めた。 
800 件の回答が得られ分析可能な 788 件を解析し
た。 
主な回答者は 10 年以上の経験を持つ専門家で、内
科系医師が 54％、外科系医師が 46％であった。GL
の周知・使用率ならびに GL 推奨項目の遵守率を報
告した。回答者の 87％が GL を知っており、使用し
ていた。 
女性、JSMO会員、学会認定がん薬物療法専門医で、
完全＋部分遵守率が高かった。 
 

 

 
 
 
E. 考察 
CINV に関して 
支持療法はがん治療のレジメン登録の際に一緒に
登録されていることが多く、登録されたレジメン
を定期的に更新している施設は支持療法の部分も
up-date されている。 
 
FN に関して 
女性は男性に比べ GL の遵守率が高い点について
は、複数の先行研究で同様の結果が示されている。
JSMO会員やがん薬物療法専門医の遵守率が高かっ
たのは JSMO の教育的側面がうまく機能している
ことを示唆していると考えられた。 
 
 
F. 結論 
CINV に関して 
レジメン登録とその更新をしっかり行っているか
どうかが支持療法への関心を反映していることは
明らかである。施設要件として提案してよいと思
われる。 
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FN に関して 
女性は男性に比べ GL の利用率、遵守率が高かった。
JSMO 会員やがん薬物療法専門医で GL の遵守率が
高かった。 
 
 
G. 研究により得られた成果の今後の活用・提供 
CINV に関して 
CINVに関する研究でレジメン登録を適正に行うこ
とが支持療法の均てん化につながる可能性が高い
ことが示された。これについて将来的に施設要件
に組み入れることを想定した場合に薬剤部を中心
にどの程度負荷がかかるのか事前に把握しておく
必要がある。 
そこで、地域がん診療拠点病院の薬剤部長を対象
としたレジメン登録に関する実態調査を行う予定
である。 
FN に関して 
定点観測をすることにより、FN に対する腫瘍内科
の考え方の推移を追跡するコントロールデータを
得られたものと考える。 
 
H. 健康危険情報 
特になし 
 
 
I. 研究発表 
 

1. 論文発表 
書籍 
1. 渡邊清高、教育論/医学教育、帝京大学医療

コミュニケーション運営委員会、医療コミ
ュニケーション第2版、京都廣川書店、東京、
2022年、7-14 

2. 渡邊清高、専門職の特徴/医師、帝京大学医
療コミュニケーション運営委員会 医療
コミュニケーション第2版 、京都廣川書
店、東京、2022年、29-36 

3. 渡邊清高、多職種での統合演習/チーム検討
事例1：肺癌、帝京大学医療コミュニケーシ
ョン運営委員会、医療コミュニケーション
第2版、京都廣川書店、東京、2022年、73-8
1 

4. 共著：全田貞幹、内富庸介、秋山暢、渡邊
清高(編集委員長(総論))、吉田陽一郎他、
日本がんサポーティブケア学会、がん支持
医療テキストブック、金原出版(株)、東京、
2022年  

5. 渡邊清高、老年腫瘍学の教育・研修プログラ
ムのあり方、日本がんサポーティブケア学
会 よくわかる老年腫瘍学 、金
原出版(株)、東京、2023年 
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uestionnaire surveyamong hematology-onc
ology physicians and surgeons. 
Support Care Cancer. 2022 May;30(5):432
7-4336. doi: 10.1007/s00520-022-06834-9. 
Epub 2022 Jan 29. 

2. 楯 直子, 渡邊 清高, 安西 偕二郎, 上野 公
子, 安野 伸浩、薬学部教育から医療現場・地
域に広がる多職種連携 患者中心の医療を実
践できるチーム医療を目指して、薬学教育、5、
119-126、2022年 

3. Yaguchi-Saito A, Kaji Y, Matsuoka A, O
kuyama A, Fujimori M, Saito J, Odawar
a M, Otsuki A, Uchitomi Y, Zenda S, Sh
imazu T. Factors affecting the implement
ation of guideline-based prophylactic anti
emetic therapy for chemotherapy-induced 
nausea and vomiting in Japan: a protoco
l for a hospital-based qualitative study. 
BMJ Open. 2022, 12(6), e055473.  

4. Okuyama A, Takemura Y, Sasaki M, Go
to A. Certified nurse specialists in cance
r nursing and prophylactic antiemetic pr
escription for chemotherapy patients. Su
pport Care Cancer. 2022,30(7), 5931-5937. 
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shiaki Saeki , Tomohide Tamura 
Randomized, Double-Blind, Phase III Stu
dy of Fosnetupitant Versus Fosaprepitan
t for Prevention of Highly Emetogenic C
hemotherapy-Induced Nausea and Vomiti
ng: CONSOLE 
J Clin Oncol. 2022 Jan 10;40(2):180-188 

6. Kazuo Matsuura , Junji Tsurutani , Ken
ichi Inoue , Yuko Tanabe , Tetsuhiko Ta
ira , Kaoru Kubota , Tomohide Tamura ,
 Toshiaki Saeki 
A phase 3 safety study of fosnetupitant 
as an antiemetic in patients receiving an
thracycline and cyclophosphamide: CONS
OLE-BC 
Cancer. 2022 Apr 15;128(8):1692-1698. 

7. Akihiro Fujimoto , Ayaka Sakakibara , 
Yoshiki Numajiri , Kazuo Matsuura , To
monori Kawasaki , Akihiko Osaki , Tosh
iaki Saeki 
Carney complex with multiple breast tu
mours including breast cancer: a case re
port 
Oxf Med Case Reports. 2022 Jun 23;202
2(6):omac063. 
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1. 放射線治療による有害事象とその対策、口頭、
全田貞幹、第81回日本医学放射線学会総会、
教育講演39、2022/04/17、国内 横浜 

2. レンバチニムの副作用に対する多職種連携マ
ネジメント、口頭、全田貞幹、第7回日本がん
サポーティブケア学会学術集会、ランチョン
セミナー1、2022/06/18、国内 下関 

3. 支持療法のいろは、口頭、全田貞幹、JASTR
O夏季セミナー、2022/8/6、国内 大阪 

 
4. 渡邊清高、帝京大学医療系学部合同共通科

目「地域健康管理学入門」における チー
ムによる合同学修の取り組み：行動科学・
社会科学の教育についての事例提供（医学
教育学会） 2022年12月 

5. Kiyotaka Watanabe, Japanese Perspecti
ve on Climate Change in Cancer Care M
ASCC Education Study Group : climate 
change subgroup project 2022年11月 

6. 渡邊清高、日本癌治療学会PAL(Patient A
dvocate Leadership)プログラムの歩みと
これから：第60回日本癌治療学会学術集会
 2022年10月 

7. 渡邊清高、認定がん医療ネットワークナビ
ゲーター相互交流会：第60回日本癌治療学
会学術集会 2022年10月 

8. 渡邊清高, 西森久和, 佐々木治一郎, 藤
也寸志, 境健爾, 吉田稔, 矢野篤次郎, 
片渕秀隆、相談と連携ニーズに基づくがん
のチームケアと 地域連携を推進する教育
プログラム開発：第60回日本癌治療学会学
術集会 2022年10月 

9. 渡邊清高, 境健爾, 佐々木治一郎, 村上
利枝, 辻晃仁, 藤也寸志, 中島美紀, 西
森久, 和, 野坂生郷, 増田昌人, 源川良
一, 南秀明, 矢野篤次郎, 吉田稔, 片渕
秀隆、特別企画シンポジウム2 ： がん患
者のためのチーム医療促進プロジェクト：
第60回日本癌治療学会学術集会 2022年10
月 

10. 渡邊清高, 佐藤正惠, 北澤京子, 忽那賢
志、新型コロナウイルス感染症に関する書
籍の情報評価の可能性と課題： 日本版メ
ディアドクター指標を用いた分析：第14回
ヘルスコミュニケーション学会学術集会 
2022年10月 

11. 渡邊清高, 森山信彰, 中山千尋, 陸智美,
 安村誠司、放射線健康影響に関するリテ
ラシーを向上する介入プログラムの効果
と実効可能性の検討 第2回ヘルスリテラ
シー学会学術集会 2022年10月 

12. 金子一郎, 髙田真二, 菊池弘敏, 田中篤,
 渡邊清高, 竹内保男, 大久保由美子、オ
ンライン形式で開催された医学部Faculty
 development (FD)における医師のプロフ
ェッショナリズムに関する学修成果 第5
4回日本医学教育学会大会 2022年8月 

13. 渡邊清高, 髙田真二, 山田昌興, 小尾俊
太郎, 河野肇, 時崎暢, 三澤健之, 田中
篤, 大久保由美子、C-EPOC（卒前学生医用
臨床教育評価システム）導入期における課
題抽出とマニュアル策定による臨床実習
の活性化：第54回日本医学教育学会大会 
2022年8月 

14. 渡邊清高、PAL退院前模擬カンファレンス
 第27回日本緩和医療学会学術集会 PALプ
ログラム 2022年7月 

15. 渡邊清高, 西森久和, 牧克仁, 市原香織,
 宇野さつき, 野田真由美, 松本陽子, 桜
井なおみ, 天野慎介, 梅田恵, 秋月伸哉、
患者アドボケイト・ラウンジ （PAL:患者
参画プログラム）における、ウェブ会議シ
ステムを用いた「模擬退院前カンファレン
ス」の実践とその有用性：第27回日本緩和
医療学会学術集会 2022年7月 

16. 渡邊清高, 大塚(片倉)良子, 大野真司, 
岡本禎晃, 桜井なおみ, 篠崎勝則, 新小
田雄一, 辻晃仁, 西森久和, 松井優子, 
安本和生、がん患者のための多職種チーム
ケアと地域医療連携を推進する教育研修
プログラムの開発：第7回日本がんサポー
ティブケア学会学術集会 2022年6月 

17. 陸 智美, 森山 信彰, 中山 千尋, 渡邊 
清高, 安村 誠司、放射線健康不安につい
て幼稚園教諭が相談対応する時の自信を
高めるプログラムの効果 日本衛生学雑
誌 77(Suppl.) S183-S183 2022年3月   

18. 渡邊 清高, 高田 真二, 山田 昌興, 小尾
 俊太郎, 河野 肇, 時崎 暢, 三澤 健之,
 田中 篤, 大久保 由美子：CC-EPOC(卒前
学生医用臨床教育評価システム)導入期に
おける課題抽出とマニュアル策定による
臨床実習の活性化 医学教育 53(Suppl.) 
245-245 2022年7月  

19. 渡邊 清高, 西村 久和, 牧 克仁, 市原 香織,
 宇野 さつき, 野田 真由美, 松本 陽子, 桜
井 なおみ, 天野 慎介, 梅田 恵, 秋月 伸哉
 患者アドボケイト・ラウンジ(PAL:患者参画
プログラム)における、ウェブ会議システムを
用いた「模擬退院前カンファレンス」の実践と
その有用性 Palliative Care Research 17(S
uppl.) S.437-S.437 2022年7月 

20. 低リスク発熱性好中球減少症患者に対するMA
SCCならびにCISNEスコアの予測精度に関する
システマティックレビュー・メタアナリシス．
秋山 暢、木村俊一、岡村卓穂、全田貞幹、吉
田 稔．福岡、2023年3月18日、国内、口頭． 

21. Okuyama A, Takemura Y, Sasaki M, Go
to A. Certified nurse specialists in cance
r nursing and prophylactic antiemetic pr
escription for chemotherapy patients.(e-p
oster). MASCC/ISOO annual meeting, Tr
onto, Canada, 23-25 June, 2022 
 
 
3. 研究課題の実施を通じた政策提言(寄与
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した指針又はガイドライン等) 
・第4期がん対策基本計画（支持療法） 

 
 

4. 研究課題に関連した実務活動 
特記すべきことなし 

 
J. 知的財産権の出願・登録状況（予定を含む。） 

 
1. 特許取得 

なし 
2. 実用新案登録 

なし 
3. その他 

特記すべきことなし 
 


